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Activities of the Special Mission Teachers for the English Education 
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The purpose of this thesis is to describe how the 2 special mission teachers worked for the English Education Study 

Group in the 4th Block Global Kosen Project. Especially, in order to publish the ‘Guide Book for Improving Lessons in 

English’, which is a guidebook for every teacher willing to do lessons in English, we 2 teachers planned and carried on 

various activities for the 4th block teachers.  Studying active learning and making a ‘Teachers’ Study Camp’ were the 

main activities. Consequently, the first edition of the guidebook was published in 2018, and the revised edition in 2019.  

In addition, after the Global Kosen Project was finished, the activity to publish the 3rd edition is being continued, 

collaborating with a spontaneous study group at Tsuyama Kosen, ‘Study Group for Teaching Engineering Courses in 

English.’ 

Lastly, difficulties to continue activities after big projects like the Global Kosen Porject have finished are considered in 

this thesis. 
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１．はじめに 

 

 高専機構グローバル人材育成事業（以下「グロー

バル高専事業」）は、2016 年度から 2018 年度の 3

ヶ年にわたって高専のグローバル化を主なねらい

として実施された高専の全国的な取り組みである。

中国四国地区は第 4 ブロックに枠組みされ、地区

13 高専が連携しての取り組みが展開された。その

際、津山高専が拠点校となり、杉山明教授を長と

して事務局が設置され、さらに特命教員が１名配

置された。筆者 2 名は、この特命教員として採用

され、山口は 2016 年 9 月〜2018 年 3 月、堀は 2018

年 4月〜2019年 3月の期間でこの任に就くと共に、

校内での英語教育や校務を担当した。 

 第 4 ブロックグローバル高専事業では、7 部会

（①グローバル人材育成カリキュラム検討部会、

②英語教育法検討部会、③第二外国語の充実検討

部会、④英語合宿の実施、⑤海外研修実施検討部 
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会、⑥協働モノツクリ研究部会、⑦短期留学生受

入推進部会）が設置され取り組みを展開したが、

特命教員が主に任に当たったのは②英語教育法検

討部会の部会長としての活動であった。この部会

では、「英語で行う授業改善ガイドブック 2018 年

度増補版」1)を発行し、英語の授業のみならず、他

教科や専門教科においても、授業の中に英語を用

いることに寄与することができた。本稿ではそこ

に至る複合的な事業から特徴的なものを抽出し、

特命としての取り組みについて論述する。 

 

２．英語教育法検討部会と特命の経緯 

 

 2016 年度当初、第 4 ブロックグローバル高専事

業が開始された時には、特命教員はまだ採用され

ていなかった。中国四国地区 13 高専より連絡委員

が選出され、連絡委員会議で組織づくりが行われ

た。特命教員として山口が採用されたのは、事業

半年後の 2016 年度 9 月末の後期開始からである。

それまでは津山高専の英語担当教員１名がその任

を行なっていた。その段階において 2016 年度は、

英語教育法検討部会は、3 つの部会に細分化されて
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いた。それらは①求められる英語力・英語教育法

の検討部会（英語教育法部会）、②英語による英語

授業の実施部会（英語授業部会）、③英語による他

の授業の実施部会（専門授業部会）であり、連絡

委員 7名が 2〜3名の少人数で複数の部会にわたっ

て活動を行い、これら 3 つの部会長を特命の山口

が採用後に引き継ぎ担当した。会議や運営上の効

率化を図るために、2017 年度より 3 つの部会を統

合し、「英語教育法検討部会」と部会名を改め、か

つメンバーの入れ替えと共に連絡委員以外にも部

会員を 13 高専に募り、結果 10 名で会議や運営を

行うこととなった。部会員は、英語教員が 7 名、

専門教員が 3 名の組織となった。2018 年度は山口

が常勤になり、代わって堀が特命として採用され

部会運営に参画した。部会長は引き続き山口が担

当し、堀と協力しながら部会運営に関わる企画立

案や連絡及び運営等の全般を担当した。 

 

３．主な取り組みの経緯 

 

３．１ 取り組みの柱 

本部会は、第４ブロックの高専において、英語

を用いての英語授業はもとより、英語以外の一般

教科、並びに専門教科でも、英語を用いて授業を

行うことをゴールとして、それに向けての教員研

修を企画し、取り組みを複合的に行った。そのた

めには、英語を用いることのテクニックだけでは

なく、授業の方法論として、アクティブ・ラーニ

ングや CLIL(Content and Language Integrated 

Learning) についての知識、さらに授業を受ける

学生をよく知る上では、学習障害を含めた学習支

援についての研修、さらにこの取り組みについて

の情報発信が必要であると考えた。さらに各校が

持つ海外提携校との教員相互派遣を行い、授業を

英語で行う実践を具体に行うことが企画された。

取り組みの柱をまとめると以下の３点になる。 

１）教員研修（CLIL 研修、協同学習研修および先

進中学校視察、教員キャンプ、教員の海外提携

校相互派遣） 

２） 教員向けガイドブックの作成、発行、活用 

３） 情報発信 

本稿では、1)の教員研修のうち、協同学習および

教員キャンプを経て、2)「英語で行う授業改善ガ

イドブック」の発行に至るまでの経緯について抽

出し論述する。 

 

３．２ 協同学習教員研修 

 高専では教科を問わず、英語を話すことに堪能

な教員が多数在籍している。ただし英語を主体言

語とした授業となると、その技術面、または学習

者支援など、英語力以外の課題が大きい。近年は、

アクティブ・ラーニング等、学習者が主体となり

課題解決を行う授業方法が、文科省をはじめとし

て高専機構からも推奨されている。教員の英語力

以外の授業運営のための研修を行うため、本部会

では、2017 年度、2018 年度の 2 年間にわたり、協

同学習研修会と協同学習先進中学校視察を企画し、

第4ブロック全教員対象に広く参加募集を行った。 

 2017 年度第 1 回目の研修では、岡山大学大学院教

授、佐藤暁先生を招いて、「特別支援の視点から協

同学習を考える」と題しての講演会を、2017 年 11

月 16 日にピュアリティまきび（岡山市）にて行っ

た。この会では、特別支援の視点から協同学習の

有効性を理論面から考察し、実践面としては、具

体的な授業のノウハウを研修した。岡山市立光輝

中学校で行われた公開授業研の録画ビデオを参考

にしながら、学習者が教室の中に自らの居場所を

確保し、学習者同士が互いに学び合う学習スタイ

ルについて研修を行った。この研修の参加者は 8

高専 10 名であった。これにつなげる目的で、2018

年 2 月 20 日に、岡山市立西大寺中学校の公開授業

研を視察した。参加者全員で一つの授業を観察す

る全体会では、技術授業の協同学習が公開され、

専門教科の教員にも大いに役立つものとなった。

この視察には 3 高専 5 名が参加した。 

 2018 年度、第 2 回目の研修では、和歌山大学教

育学部教授の江利川春雄先生を招き、「主体的な学

びを育む協同学習の実践」と題して、英語を用い

ての協同学習の理論に加え、具体的なペアや班活

動等の協同学習の実践法についての研修を、2018

年 7 月 14 日にピュアリティまきびにて行った。こ

の時、参加は 10 高専 15 名と増加し、内訳は英語

教員 9 名、専門教員 4 名、中学校教員 2 名である。

参加者増加の理由の一つとして、開催を土曜日に

した工夫が大きいと考えられる。これにつなげる

目的で、11 月 22 日に岡山市立光輝中学校の公開授

業研視察を行った。この時の全体会は、英語授業

であり、協同学習研修会での学びとの連関もでき

た。参加者は 5 高専 7 名と増加した。 

 

３．３ 英語で授業行う教員キャンプ研修 

 協同学習を核とした研修の実施と並行して 2018

年度には、より具体的かつ実践面を重視した研修

を企画した。これは「英語で授業を行う教員キャ

ンプ」と題した、2 泊 3 日の集中的な研修である。

この目的は、教科や専門を問わず、英語で授業を

やってみたいという志のある教員が、2 泊 3 日じっ

くりと時間をかけて、参加者同士の交流を通じ、

互いに学び合いながら、理論研修から実際の教材

作成までを行うものとした。さらにそこでの成果
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物をガイドブックに反映することで、この取り組

みへの参画意識を高めることもねらいの一つであ

った。具体的な内容は以下の通りである。 

開催日：2018 年 8 月 30 日（木）〜9 月 1 日（土） 

講師：京都外国語大学短期大学教授安木真一先生 

場所：ピュアリティまきび（岡山市） 

参加：9 高専 15 名（英語教員 8 名・他教科専門教

員 7 名）（部会員 6 名・一般参加 9 名） 

 プログラムは、初日に「英語で授業を行うため

の基礎と方法論」と題してワークショップスタイ

ルの講演会を行った。夕刻からは実践方法などの

情報交換を行った。2 日目午前の部では、安木先生

の講義の後半を行い、午後からの教材作成につな

げた。午後からは一般参加者 9 名が、会場にて教

材作成を行った。部会員 6 名は、並行して第 1 回

ガイドブック編集会議を行い、作成に向けての具

体的方針について話し合いを行った。3 日目は、一

般参加者 9 名が、完成した教材のデモレッスンま

たは教材の内容についてのプレゼンテーションを

行った。その後、ガイドブックについてのガイド

ラインについて説明を行い、執筆についての理解

と協力をお願いした。 

 この研修会での成果は、募集案内での働きかけ

で、全ての教科の教員が対象であることを周知で

きたことにより、より多くの先生方に英語を用い

て授業（英語・他教科・専門教科）を行うための

基本的なノウハウを研修することができたことで

ある。参加者は研修の中で、アドバイスを受けな

がら教材を作成し、それを成果物として目に見え

る形にすることができ、それを原稿として「英語

で行う授業改善ガイドブック」に反映することで、

その後へのモチベーション維持し、単発のイベン

トで終わらない連続性を確保できたことである。

さらに情報交流会を通して、異分野の教員の交流

ができ、ネットワークづくりにも役立つ会とする

ことができた。 

 

３．４ ガイドブック作成 

「英語で行う授業改善ガイドブック」は 2017 年

12 月に、「2017 年度暫定版」2)と題して、部会員の

内 5 名が執筆し、A4 版 42 ページで印刷物として

500 部発行した。これはトライアル版であり、第 2

版に向けて、新たな執筆者のサンプル原稿となる

こともねらいの一つとした。冊子は第 4 ブロック

の各校へ配布すると共に、各校での FD 等の研修や

地域貢献として中学校教員研修会、さらに中学校

訪問の際の広報資料等に活用した。 

 2018 年度は、「2018 年度増補版」と題して、部

会員 10名が原稿を最低 1本ずつ新たに執筆すると

共に、教員キャンプ参加者も寄稿することで、以

下の内容通り、前年度の 4 倍以上のページ数とな

った。2018 年度増補版の概要は以下の通りである。 

A4 版 175 ページ、400 部。2019 年 3 月 1 日発行。 

執筆者：20 名。内、部会員 10 名＋英語で授業を行

う教員キャンプ参加者 7 名。 

・石田紗瑛（弓削商船）・柿元麻理恵（呉） 

・金子春夫（広島商船）・幸田三広（大島商船） 

・成島和夫（宇部）・平野雅嗣（新居浜） 

・松島由紀子（津山） 

執筆協力者 3 名 

・江口布由子・David J. Grant・松浦真衣子（高知） 

 なお、執筆教科は、英語科はもちろんのこと、

体育、法学、情報、電気、船舶、英語と社会のコ

ラボ授業等々、バラエティーに富むものとなった。

英語科に関わっては、検定教科書の使い方や、イ

ンターネットを活用した発展的な内容、さらに中

高接続の視点からも、中学校教員向けの内容も掲

載した。また協同学習について、その理論につい

て研修参加者はふりかえりができると同時に、初

めて協同学習を知る人にとっても参考になる内容

を記載した。これらの冊子は前年同様、各校へ配

布するとともに、前年度同様、各種研修にも活用

できるものとした。さらに第 4 ブロック以外への

情報発信のために、令和元年度全国高専フォーラ

ム（2019 年 8 月 21〜22 日開催）のポスターセッシ

ョンにて発表し、希望教員に配布し、結果 2 日間

で 32 冊を他ブロックの教員に渡すことができた。 

 山口は、2 年間にわたり、美作地区英語教育研究

協議会の夏季研修の講師を務め、その講演会の中

で、ガイドブックを毎年 40 名以上の中学校教員に

手渡し、その資料を研修に役立てた。その際、ガ

イドブックは、高専での取り組みを中学校教員に

紹介する資料としても有効に働いた。 

 またガイドブックは PDF 化し、本部会が中心と

なり作成したホームページ 3)上に公開することで、

ブロックを超えたグローバルな情報発信に努めて

いる。 

 

４．今後の課題とまとめ 

 

４．１ グローバル高専事業後の取り組み 

 2018 年末をもって、グローバル高専事業は終了

し、事務局をはじめとして、13 高専が連携しての

大きな取り組みの組織は解散となり、特命教員も

解任となった。しかしながら、英語で授業を行う

授業改善の取り組みは、いっときのイベント的な

ものではない。本来、こうした授業改善の裾野を

広げるためには、時間をかけての継続的な取り組

みが必要である。 

 津山高専では、英語ネイティブ・スピーカーで



－36－

津 山 高 専 紀 要 　 第６１号 　（２０１９）

－37－

あるエリック・ランボー（Eric Rambo）教員を中核

として、2016 年度から「Study Group for Teaching 

Engineering Courses in English（英語で専門授業を行

う研修会）」が自主的に運営され、継続されている。

特に英語以外の一般教科や専門教科の先生方が集

い、毎年メンバーが入れ替わりながら、それぞれ

の教科を英語で教えるための基礎基本について学

んでいる。 

 2019 年度は、幸いにも、このグループで校長裁

量経費を得ることができ、津山高専の校内に軸足

を移しての活動を行うことができるようになった。

この研修会は 1 クール 4 回のプログラムが年間 2

クール予定されており、研修への参加教員が新た

な参画者として、グループでの研修成果を執筆す

る予定であり、第 3 版の発行に向けての見通しが

立った。 

 

４．２ 取り組みが示唆すること 

グローバル高専事業に限らず、大きな事業が終了

すると、当然予算措置が消滅し、同時に組織が解

散されるのが常である。この場合、予算保障がな

い中で、今まで特命が中核となって行なってきた

取り組みを継続し、かつ発展させていくためには、

新たな資金確保、組織づくりやそれに費やす時間

が必要である。ガイドブックの継続発行に向けて

の取り組みも当然この「費用・人・時間」という

現実問題と直面している。今後の展開は、この課

題解決に向けての一つの試金石でもある。引き続

き、様々なアプローチを探りながら、取り組みを

進めていきたい。 
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